
10：00～10：55　
キユーピーみらいたまご財団　助成事業説明

講　演　「地域のハブとして『未来につながる』食育を！」
　　　 　 鶴岡 佳則氏
              　 キユーピーみらいたまご財団理事
　　　   　  農林水産省消費･安全局　消費者行政･食育課　行政専門員
　　　

10：55～12：20
事例報告①　「居場所における地域協働体験型の食育」
　　　　　　　 特定非営利活動法人 shining　理事長　岡田 聖子氏
事例報告②　「食を通じた居場所から子供たちの未来へ」
　　　　　　　 一般社団法人 くじら寺子屋　代表理事　山下 千裕氏
◎グループに分かれた交流会

場所 オンライン配信

料金 無料

定員 200名

対象 子ども食堂運営団体、子ども食堂
の支援団体、関心のある団体・個人

問合せ

お申込み

地域の地域の
居場所づくり居場所づくり
サミットサミット

　公益財団法人キユーピーみらいたまご財団主催

11/9　土　 10：00～12：20

一般社団法人　全国食支援活動協力会
　03‐5426‐2547
　　（平日10：00～17：00）

QRまたはリンクから
https://forms.gle/jyNCPUBcZxNU3fFW9

\\　未来につなぐ食の居場所　//

第15回

https://forms.gle/jyNCPUBcZxNU3fFW9


学習支援を中心としたオープン型の子どもの居場所。子ども達が自
ら勉強するために居場所へ来ます。その入り口は「食」。毎日提供
される軽食やおやつが目当てです。毎日開催することで子ども達が
自分の意思で自由に参加出来ます。「食」で繋がる絆と子ども達の
力を育む環境。無料のプログラム（学習支援・プログラミング教
室・創作エイサー教室・食事支援・体験活動）で子ども達の未来を
生きる力を育みます。

事例報告②
一般社団法人 くじら寺子屋　代表理事　山下 千裕氏

「食をきっかけに育む子供たちの未来」

講演

食育推進の現状・課題を踏まえて、子ども食堂で実践できる
食育など、事例を交えてお話しします。

農林水産省に入省以来、企画・広報、消費・安全業務を担当
し、特に食育問題では第一人者といわれている。官民を問わず
幅広い食育活動に取り組み、全国のネットワークづくりに情熱
を注いでいる。農林水産省 消費・安全局 消費者行政・食育課
公益財団法人キユーピーみらいたまご財団理事。

　 キユーピーみらいたまご財団理事
 　農林水産省 消費者行政･食育課 行政専門員　
     鶴岡 佳則氏
「地域のハブとして『未来につながる』食育を！」

サミット終了後、2025年度助成プログラムについて個別相談会を開催いたします。
説明を聞かれて質問などある方も当日参加可能です。

「地域で子どもを見守る」をモットーに、鈴鹿子ども食堂「りんごの家」
と不登校支援の「みんなの居場所 ラピュタすずか」を軸に、乳幼児から
若者までを対象とする多角的な居場所づくりに取り組んでいます。食育と
しては、地域の農家さんの協力のもと、子どもたちが自分たちの手で野菜
作りを体験し、収穫した野菜を使った献立を考え、足りないものは買い物
に行き、調理をして、みんなでいただく。“食”に関する一連の工程を体験
することで、子どもたちの経験値を上げ、社会的自立に繋げていくための
支援に取り組んでいる団体です。

事例報告①
特定非営利活動法人 shining　理事長　岡田 聖子氏

「居場所における地域協働体験型の食育」

（HPより）

第1部　キユーピーみらいたまご財団　助成事業説明

第2部　地域の居場所づくり講座

交流会 食を通じた居場所づくりに関心のある方、居場所運営団体の方、活動を支援する団
体、企業の方等多様な参加者が互いに取組み、相談を共有することができる交流会。
「聞く」だけの参加も大歓迎です。

キユーピーみらいたまご財団は、「子ども」を対象とする食育活動、
食の居場所づくり活動に対する助成団体募集を行います。

2025年度　助成プログラムについて説明をします。


